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平 成 １ ６ 年 ３ 月 １ ２ 日横浜市政記者、横浜ラジオ・テレビ記者 各位

横浜市都市計画局交通担当課長

草間 重光 ６７１－３５１８

国土交通省横浜国道事務所調査第一課長

本田 康秀 ３１６－３５３６

東横線廃線跡地（横浜～桜木町駅間）の利用計画にあたり、
広く市民の皆さんのご意見を伺います！
～廃線跡地利用に関するアンケート調査について～

「自転車も通れる遊歩道や駐輪場」横浜～桜木町駅間の廃線跡地については、

として再生することを基本に検討を進めています。国土交通省においても、横浜

国道１６号の歩道環境整備等 計画の検討市の計画に合わせて を検討しています。

にあたり、広く市民のアイデアやご意見を伺い、計画に反映するため、横浜市と

いたします。国土交通省と共同で、アンケート調査を実施

１ 実施期間

平成１６年３月１７日（水）～４月１０日（土）

（回答のはがきを４月１０日までにポストへ投函していただきます ）。

２ アンケートの方法

跡地利用計画の概要や質問事項を記載したパンフレットを配布し、添付のはがきに回

答を記入の上、郵送いただきます。

３ アンケートの配布について

(1) 野毛・戸部・高島地区等の地元沿線住民

３地区の各世帯に配布

(2) 横浜都心部への来街者

（ ）ＪＲ桜木町駅及びみなとみらい線みなとみらい駅付近において街頭配布 ３月下旬

(3) 一般市民等

各区区政推進課、都市計画局企画調査課、市民局市民情報室及び横浜国道事務所調

査第一課の各窓口で配布

４ 調査項目

択一式を基本に します。各項目とも自由にアイデアをいただけるように配慮

(1) 高架上の遊歩道の施設について

(2) 駅舎跡の活用について

(3) 国道１６号歩道横の壁面について

(4) 国道１６号の歩道について

(5) 計画全般に対するアイデア

５ 結果の公表

アンケートの結果については、横浜市及び国土交通省横浜国道事務所のホームページ

等にて公表します。

６ 調査後の進め方

アンケート調査の結果等を踏まえ、地元の方々と引き続き検討を行いながら、事業化

に向けて、具体的な検討に取り組んでまいります。












